
1．保育の理念・目標・計画・評価

内容 評価 コメント

①園の保育方針を理解している。 A

②園の保育方針や目標に基づいて、クラスの年間保育目標
を立てている。

A

③担任間で話し合って、保育目標を立てている。 A

④各年齢の発達段階合わせた指導計画は、一人一人の発達
にも留意している。

A

⑤自らの保育を振り返り、向上や改善に努めている。 A

2．保育の内容

内容 評価 コメント

①保育や生活の中で「ねらい」や「内容」が達成されるよ
う配慮している。

A

②子ども一人一人の思いを受け止め、その思いをできるだ
け実現させようと努めている。

A

③子どもたちが日々過ごすための安全な環境や適切な衛生
状態に努めている。

A

④身体的、精神的、情緒的発育等、多面的に子どもの状態
を把握している。

A

⑤保育室の整理整頓に努め、いつも気持ちの良い保育室づ
くりを心がけている。

A

⑥行事の計画や実施にあたっては、以前の反省や評価を反
映している。

A

⑦特定の子どもを特別扱いしていない。 A

3．園の組織・役割分担

内容 評価 コメント

①職場内で連携がとれている（連携をとるように努めてい
る）。

A

②研修への参加や専門書により知識や技能の向上に取り組
んでいる。

A

③職員間で「ほうれんそう（報告・連絡・相談）」ができ
ている。

A

④職場の中で各職員が自分の役割を自覚している。 A

⑤保育を良くしたり、業務の効率化を図ったりするような
提案が出されている。

A

担任同士で相談をしながらクラ
ス　運営を進めることができ
た。
子ども達との関わり方や職員間
の　連携の大切さを感じた。
一人一人の理解、職員間の連携
の　ために積極的に関わるよう
にした。
職員間、主任間の報連相につい
て　特に取り組み、話し合い、
改善に　努めたことで、意識で
きるようになってきた。
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子ども達が「こども園って楽し
い」と思えるような活動や環境
づくりを心掛けた。
子どもの姿から保育の内容や環
境　構成を決めるよう心掛け
た。　　　自らの保育を振り返
り、向上や改善に努めるように
した。

子どもの成長に合わせて言葉掛
けや遊びの工夫をすることがで
きた。
毎朝、明るい笑顔、元気な声で
挨拶をし、子ども達を受け入れ
るよう　心掛けた。
一人一人の姿に合った目標に向
けて関わるよう努めた。
できるようになった喜びを共有
したり、思いを共感したりし
て、取り組むことができた。
園児が多いため、職員間の連携
が　大切だと感じている。一人
一人に　適切に対応できるよ
う、クラスで　話し合いながら
接し方を考えることができた。

A：達成できた、B：ほぼ達成できた、C：一部改善を要する、D：改善を要する



内容 評価 コメント

⑥各職員が任せられている仕事は責任感を持ってこなして
いる。

A

⑦各職員が職員会などで必要と思う質問や意見を発言する
ことができている。

A

⑧研修で得た内容・成果は他の職員に伝達され、保育に生
かされている。

A

4．家庭・地域仕会

内容 評価 コメント

①保護者に対して、丁寧な言葉遣いと気持ちの良い対応を
心がけている。

A

②送迎時等に子どもの姿を保護者に伝えている。 A

③保護者に子どもの伸びているところや課題を伝えるなど
連携をとっている。

A

④家庭との連携を図るように努めている。 A

⑤家庭環境及び食事習慣等園以外での子どもの状態を把握
している。

A

⑥地域や保護者の意見を保育等に反映している。 A

⑦他園や関係機関との連携を図り、有効な対応に努めてい
る。

A

⑧保護者により対応を変えていない。 A

5．事務管理・運用

内容 評価 コメント

①個人記録簿は、適切に記載し、整理保管できている。 A

②園内で知りえた事柄に対して守秘義務は徹底できてい
る。

A

③金銭等を取り扱う場合、適正かつ適切に処理できてい
る。

A

6．総評

保護者に安心して預けていただけるよう、丁寧な対応やよりよい保育を心掛けていきたい。

よう、また、それぞれの立場で園全体を広い視野で見ることができるよう、話し合い、改善に努めた。

多い職員の報連相が課題になる。子ども理解や園運営について、どの職員も正しく理解し適切な対応が
できる

園目標『明るく健やかな子』を目指して、主体的に遊ぶ子どもの姿を大切にした保育ができるよう心掛
けた。

知り得た情報は丁寧に取り扱う
よう　　心掛けた。

経験の浅いクラスや役割を担っ
たが、調べたり他の先生に聞い
たりと、意識して進めた。
研修や他園での遊びを聞く機会
に　恵まれ、自園でいかすこと
ができた。

できるようになったことを保護
者と共有して一緒に喜ぶことが
できた。
保護者に、日々の姿を伝えた
り、困っていることを伺ったり
する中でよりよい方向に進むよ
うに互いに　連携を図ることが
できた。
保護者の関わり方や声の掛け方
を　改めて考えることができ
た。
保護者に安心して仕事に行って
もらえるよう優しく笑顔で接す
る　よう心掛けた。
関係機関との繋がりについても
勉強になったことが多く、今後
に活かしていきたい。


